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1　初めての線形計画法

１
　
初
め
て
の
線
形
計
画
法

二
度
目
の
入
学
試
験

一
九
六
〇
年
の
六
月
半
ば
、
東
京
大
学
の
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
理
科
一
類
の
二
年
生
五
五
〇
人
を
対
象
と
す
る

学
科
説
明
会
が
開
か
れ
た
。
理
学
部
の
四
学
科
と
工
学
部
の
一
四
学
科
を
代
表
す
る
教
授
に
よ
る
、
客
引
き
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
、
こ
こ
で
手
に
入
れ
た
情
報
を
手
掛
か
り
に
、
三
年
生
に
な
っ
て
所
属
す
る
学
科
を
選
ぶ

の
で
あ
る
。

人
気
学
科
は
、
社
会
・
経
済
状
況
に
よ
っ
て
年
々
変
化
す
る
。
前
年
の
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
は
、
理
学
部
の
物
理
学
科
、

工
学
部
の
電
気
工
学
科
、
応
用
物
理
学
科
の
物
理
工
学
コ
ー
ス
で
、
か
つ
て
は
上
位
を
占
め
た
土
木
工
学
科
や
鉱
山

学
科
は
定
員
割
れ
状
態
で
あ
る
。

学
科
所
属
は
成
績
優
先
／
第
一
志
望
優
先
で
決
ま
る
か
ら
、
人
気
学
科
に
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
一
〇
〇
番

以
内
に
入
っ
て
い
な
い
と
安
心
で
き
な
い
。
新
設
さ
れ
た
電
気
工
学
科
の
電
子
工
学
コ
ー
ス
に
至
っ
て
は
、
定
員
五
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人
の
激
戦
区
だ
か
ら
、
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
っ
て
い
て
も
は
ね
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
学
生
た
ち
の
間
で
、〈
理
科
一

類
に
は
入
学
試
験
が
二
回
あ
る
〉と
言
わ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

三
年
前
の
「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
」
が
引
き
起
こ
し
た〈
理
工
系
ブ
ー
ム
〉の
中
で
、
理
科
一
類
に
紛
れ
込

ん
だ
ヒ
ラ
ノ
青
年
は
、
浮
か
れ
暮
ら
し
て
い
る
う
ち
に
落
ち
こ
ぼ
れ
た
。

高
校
時
代
に
齧
っ
た
微
分
積
分
学
は
と
も
か
く
、
線
形
代
数
学
は
、
高
校
の
数
学
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
代
物
だ

っ
た
。
抽
象
的
な
定
義
の
あ
と
、
補
題
・
定
理
・
証
明
・
系
が
際
限
な
く
続
く
。〈
一
体
こ
れ
は
何
な
ん
だ
！
〉

一
学
期
の
成
績
は
半
分
が
可
と
不
可
、
い
わ
ゆ
る〈
カ
フ
カ
全
集
〉だ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば
、
土
木
か
鉱
山
行

き
だ
。
土
木
は
工
事
現
場
送
り
、
鉱
山
は
モ
グ
ラ
暮
ら
し
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
は
御
免
蒙
り
た
い
と
思
っ
た
ヒ
ラ
ノ

青
年
は
、
二
学
期
に
入
っ
て
頑
張
っ
て
み
た
が
、
一
年
間
の
平
均
成
績
は
一
五
〇
番
だ
っ
た
。

定
員
五
〇
人
の
機
械
、
応
用
化
学
、
船
舶
な
ら
入
れ
て
も
ら
え
そ
う
だ
が
、
図
画
・
工
作
が
全
く
駄
目
で
電
気
・

機
械
音
痴
の
青
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
学
科
で
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
自
信
は
な
か
っ
た
。
で
は
理
学
部
は
ど
う
か
。

人
気
ト
ッ
プ
の
物
理
学
科
に
は
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。
数
学
は
嫌
い
で
は
な
い
が
、
脳
味
噌
の
お
化
け
た
ち
に
は
太

刀
打
ち
で
き
な
い
。
ま
た
化
学
や
生
物
学
に
は
、
全
く
興
味
が
持
て
な
い
。

自
分
に
向
い
て
い
そ
う
な
学
科
は
、〈
工
学
上
の
諸
問
題
に
対
す
る
数
理
的
手
法
の
応
用
〉を
研
究
対
象
と
す
る
、

「
応
用
物
理
学
科
・
数
理
工
学
コ
ー
ス
」
だ
け
だ
っ
た
。

コ
ー
ス
案
内
に
は
、
統
計
学
、
品
質
管
理
、
数
値
計
算
法
、
計
算
機
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
科
目
が
並
ん
で
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い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
特
に
興
味
を
覚
え
た
の
は
、〈
企
業
経
営
や
個
人
の
意
思
決
定
に
資
す
る
た
め
の
数
理
的
手

法
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ（
Ｏ
Ｒ
）〉と
い
う
科
目
で
あ
る
。

〈
企
業
、
経
営
、
意
思
決
定
、
数
理
的
手
法
〉と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
て
、
電
気
も
機
械
も
ダ
メ
な
青
年
は
、

〈
こ
れ
な
ら
や
れ
る
か
も
し
れ
な
い
〉と
考
え
た
。

数
理
工
学
コ
ー
ス
の
代
表
で
あ
る
森
口
繁
一
教
授
は
、
全
国
か
ら
よ
り
抜
き
の
秀
才
が
集
ま
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

航
空
学
科
を
卒
業
し
た
あ
と
、
弱
冠
二
一
歳
で
専
任
講
師
に
任
じ
ら
れ
た
、
東
大
工
学
部
三
〇
年
に
一
人

0

0

0

0

0

0

の
大
秀
才

で
あ
る
。

現
在
の
日
本
で
は
、
二
一
歳
の
若
者
が
東
大
工
学
部
の
講
師
に
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
皆
無
で
あ
る
。
森
口
教
授

以
来
の
秀
才
と
呼
ば
れ
た
伊
理
正
夫
氏（
後
の
東
大
教
授
）で
す
ら
、
講
師
に
な
っ
た
の
は
博
士
コ
ー
ス
を
終
了
し
た

二
八
歳
の
時
で
あ
る
。

ア
メ
リ
ン
、
ブ
テ
リ
ン
問
題

長
期
ア
メ
リ
カ
研
修
か
ら
戻
っ
た
ば
か
り
の
森
口
教
授
は
、
若
々
し
く
精
悍
な
容
貌
と
巧
み
な
話
術
で
、
ヒ
ラ
ノ

青
年
の
ハ
ー
ト
を
鷲
づ
か
み
に
し
た
。「
線
形
計
画
法
」
な
る
も
の
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。

「
い
ま
こ
こ
に
ア
メ
リ
ン
、
ブ
テ
リ
ン
と
い
う
二
種
類
の
化
学
薬
品
を
生
産
し
て
い
る
会
社
が
あ
る
も
の
と
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
薬
品
を
市
場
で
販
売
す
る
と
、
一
キ
ロ
当
た
り
そ
れ
ぞ
れ
三
万
円
、
五
万
円
の
利
益
が
手
に
入
り
ま
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す
。一

方
、
こ
れ
を
生
産
す
る
た
め
に
は
三
種
類
の
原
料
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
供
給
量
は
そ
れ
ぞ
れ
六
ト
ン
、
五
ト

ン
、
七
ト
ン
で
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
ン
、
ブ
テ
リ
ン
を
一
キ
ロ
生
産
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
原
料
の
量
は
、
表
１

に
示
し
た
通
り
で
す（
コ
ラ
ム
１
）。
で
は
こ
の
条
件
の
下
で
、
二
つ
の
化
学
薬
品
を
ど
れ
だ
け
生
産
す
れ
ば
、
最
も

利
益
が
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
か
。

ア
メ
リ
ン
、
ブ
テ
リ
ン
の
生
産
量
を
そ
れ
ぞ
れ
x
キ
ロ
、
y
キ
ロ
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
次
の
よ
う
な
形
に
定

式
化
さ
れ
ま
す
」

森
口
教
授
は
こ
う
言
う
と
、
五
本
の
一
次
不
等
式
の
も
と
で
、
あ
る
一
次
式
を
最
大
化
す
る
問
題
を
黒
板
に
記
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
隣
に
五
角
形
の
図
形
を
書
い
て
、「
最
も
利
益
が
大
き
く
な
る
生
産
量
は
、
頂
点
Ｄ
で
決
ま
り

ま
す
」
と
付
け
加
え
た（
図
１
）。
こ
こ
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
わ
ず
か
一
〇
分
で
あ
る
。

「
製
品
が
二
つ
で
材
料
が
三
つ
の
と
き
は
、
図
を
書
け
ば
答
え
が
求
ま
り
ま
す
。
で
は
、
製
品
や
材
料
の
数
が
多

い
時
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
、〈
い
く
つ
か
の
一
次
不
等
式
条
件
の
も
と
で
一
次
式
を
最
大
化
、
も
し

く
は
最
小
化
す
る
問
題
〉は
、「
線
形
計
画
問
題（
リ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
問
題
）」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ダ
ン
ツ
ィ
ク
教
授
が
考
案
し
た
「
単
体
法（
シ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
法
）」
を
使
え
ば
、
製
品
や

原
料
の
数
が
数
百
の
場
合
で
も
う
ま
く
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
」

〈
数
学
に
は
、
こ
う
い
う
使
い
道
も
あ
る
の
か
！
〉。
今
で
は
、
工
業
高
校
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
簡
単
な
例
題
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最大化　3x+5y

条件　　0x+2yE6

　　　　2x+0yE5

　　　　2x+2yE7

　　　　xF0,　yF0

原料 アメリン x ブテリン y 供給量

Ⅰ 1 2 6
Ⅱ 2 1 5
Ⅲ 2 2 7

利益（万円） 3 5

表 1

図 1
A（0, 0）

E(0, 3)

C(1.5, 2)

y

2x+y=5

x+2y=6

3x+5y=15.5

2x+2y=7

x

D(1, 2.5)：最大点

B（2.5, 0）

⇨

⇨⇨

アミかけした領域が条件を満たす範囲である．詳しい説明は第 2 章
14 ページ参照．
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だ
が
、
線
形
計
画
問
題
は
、
ヒ
ラ
ノ
青
年
が
一
年
余
り
の
大
学
生
活
で
知
っ
た
、
最
も
分
か
り
や
す
く
最
も
面
白
い

問
題
だ
っ
た
。

「
数
理
工
学
コ
ー
ス
で
は
、
ま
ず
工
学
上
の
問
題
を
扱
う
上
で
必
要
に
な
る
様
々
な
数
学
を
勉
強
し
ま
す
。
そ
れ

と
並
行
し
て
、
い
ま
紹
介
し
た
線
形
計
画
法
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ（
Ｏ
Ｒ
）や
、
統
計

解
析
、
品
質
管
理
、
応
用
力
学
、
応
用
幾
何
学
、
電
気
回
路
理
論
、
数
値
計
算
法
、
計
算
機
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」

電
気
工
学
科
志
望
の
友
人
が
、
数
理
工
学
コ
ー
ス
を〈
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
工
学
科（D

epartm
ent of M

iscellaneous 

Engineering

）と
呼
ん
だ
と
お
り
、
電
気
工
学
や
機
械
工
学
な
ど
の
伝
統
的
学
科
で
は
扱
っ
て
い
な
い
も
ろ
も
ろ
の
テ

ー
マ
を
、
率
先
し
て
取
り
上
げ
る
学
科
な
の
で
あ
る
。

理
科
一
類
の
学
科
振
り
分
け
は
、
予
備
申
告
、
中
間
申
告
、
最
終
申
告
の
三
段
階
方
式
で
行
わ
れ
る
。
ヒ
ラ
ノ
青

年
は
予
備
申
告
も
中
間
申
告
も
、
定
員
八
人
の
数
理
工
学
コ
ー
ス
を
志
望
し
て
は
ね
ら
れ
た
。
二
回
目
の
時
の
最
低

点
は
八
二
点
だ
か
ら
、
第
三
学
期
に
九
〇
点
以
上
の
成
績
を
取
ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
考
え
て
も

不
可
能
な
数
字
で
あ
る
。
し
か
し
ヒ
ラ
ノ
青
年
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
外
の
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。

学
科
所
属
は
、
成
績
優
先
／
第
一
志
望
優
先
方
式
で
行
わ
れ
る
か
ら
、
第
一
志
望
に
は
ね
ら
れ
る
と
、
第
三
志
望

に
廻
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

〈
中
間
申
告
で
ぎ
り
ぎ
り
の
成
績
で
合
格
し
た
学
生
の
中
に
は
、
リ
ス
ク
を
回
避
す
べ
く
、
志
望
を
変
更
す
る
学
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生
が
出
る
は
ず
だ
〉。
こ
う
考
え
た
ヒ
ラ
ノ
青
年
は
、
一
か
八
か
の
賭
け
に
出
た
。

予
想
は
的
中
し
た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
勝
利
し
た
ヒ
ラ
ノ
青
年
は
、
八
人
中
七
番
目
の
成
績
で
こ
の
学
科
に
潜
り
込

む
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

Ｏ
Ｒ
入
門

ヒ
ラ
ノ
青
年
は
三
年
生
の
秋
学
期
に
、
森
口
教
授
が
担
当
す
る
「
数
理
工
学
第
二
」
と
い
う
科
目
で
、
ア
メ
リ
カ

直
輸
入
の
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
」
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、〈
作
戦
〉を
意
味
す
る
英
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ

を
日
本
語
に
直
訳
す
れ
ば
「
作
戦
研
究
」
に
な
る
わ
け
だ
が
、
敗
戦
後
の
日
本
に
は
軍
事
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
た

め
、
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
は
あ
え
て
日
本
語
訳
を
作
ら
ず
、
片
仮
名
で
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
」、
も
し

く
は
そ
の
頭
文
字
を
取
っ
て
「
Ｏ
Ｒ（
オ
ー
ア
ー
ル
）」
を
名
乗
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
中
国
人
は
、
Ｏ
Ｒ
を
「
運う

ん

疇ち
ゅ
う

学
」
と
命
名
し
た（
運
疇
と
は
運
営
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
）。

司
馬
遼
太
郎
氏
は
あ
る
著
書
の
中
で
、〈
カ
タ
カ
ナ
名
称
は
、
い
ず
れ
消
え
て
な
く
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
付
け

ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
仮
に
そ
の
よ
う
な
意
図
が
な
く
て
も
、
遅
か
れ
早
か
れ
消
滅
す
る
運
命
を
た
ど
る
〉と
い
う

趣
旨
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
が
、
カ
タ
カ
ナ
名
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
を
日
本
社
会
に
普
及
さ
せ
る

上
で
、
大
き
な
障
害
に
な
っ
た
。
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後
に
Ｏ
Ｒ
の
専
門
家
に
な
っ
た
ヒ
ラ
ノ
青
年
は
、
一
般
の
人
か
ら
質
問
を
受
け
る
た
び
に
、
も
ど
か
し
さ
を
覚
え

た
。「

Ｏ
Ｒ
っ
て
何
で
す
か
」

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
の
こ
と
で
す
」

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
？
？
」

「
数
理
的
手
法
を
使
っ
て
、
企
業
や
組
織
の
経
営
に
か
か
わ
る
最
適
化
問
題
を
扱
う
学
問
で
す
」

「
数
学
で
す
か
？
」

「
数
学
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
経
営
学
で
す
か
？
」

「
数
学
と
経
営
学
と
経
済
学
に
ま
た
が
る
分
野
で
す
」

「
★

―
―

★

」

結
局
、
何
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
ま
ま
会
話
は
終
了
し
た
。

後
に
ヒ
ラ
ノ
教
授
は
、
Ｏ
Ｒ
学
会
の
文
献
賞
を
受
賞
し
た
時
の
招
待
講
演
で
、「
Ｏ
Ｒ
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、

日
本
語
名
を
考
案
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
言
い
っ
放
し
で
は
無
責
任
だ
と
思
っ
た
の
で
、「
応
用
理
財

学
」
と
い
う
名
前
を
挙
げ
た
。

理
財
と
は
、〈
希
少
な
資
源
の
有
効
な
利
用
〉を
意
味
す
る
言
葉
で
、
明
治
時
代
に
は
「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
訳
語



9

1　初めての線形計画法

と
し
て
こ
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
理
財
学
」
は
後
に〈
経
世
済
民
〉の
学
問
「
経
済
学
」
に
変
身
し

た
た
め
、
大
蔵
省
理
財
局
に
そ
の
名
を
と
ど
め
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
応
用
理
財
」
の
頭
文
字
を
並
べ
る
と
Ｏ
Ｒ
に
な
る
か
ら
、
日
本
語
名
と
し
て
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
っ
た
が
、
若
輩

者
の
提
案
は
学
会
の
お
歴
々
に
一
蹴
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ヒ
ラ
ノ
教
授
は
、
も
っ
と
強
く
主
張
し
な
か
っ
た
こ
と
を

今
で
も
悔
や
ん
で
い
る
。

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ（
Ｏ
Ｒ
）は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
、
軍
事
作
戦
を
立
案
す
る
た
め
に
開
発
さ

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
数
理
的
手
法
を
民
生
用
に
応
用
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
、「
線
形
計
画
法
」、「
非
線
形
計
画

法
」、「
ゲ
ー
ム
理
論
」、「
在
庫
管
理
理
論
」、「
待
ち
行
列
理
論
」、「
信
頼
性
理
論
」、「
動
的
計
画
法
」、「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
フ
ロ
ー
理
論
」、「
探
索
理
論
」、「
決
定
分
析
」、「
階
層
分
析
法（
Ａ
Ｈ
Ｐ
）」、「
デ
ー
タ
包
絡
線
分
析（
Ｄ
Ｅ

Ａ
）」
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
中
で
最
も
早
く
普
及
し
た
の
が
、
こ
の
本
の
主
役
を
務
め
る

「
線
形
計
画
法
」
で
あ
る
。

輸
送
問
題

森
口
教
授
の
講
義
の
中
で
、〈
ア
メ
リ
ン
、
ブ
テ
リ
ン
問
題
〉の
次
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、「
輸
送
問
題
」
で
あ
る
。

〈
あ
る
物
資
を
、
一
〇
か
所
の
工
場
か
ら
一
〇
〇
か
所
の
倉
庫
に
運
ぶ
際
に
、
ど
の
工
場
か
ら
ど
の
倉
庫
に
ど
れ

だ
け
の
量
を
運
ぶ
と
、
総
輸
送
コ
ス
ト
が
最
も
少
な
く
な
る
か
〉。
こ
れ
が
輸
送
問
題
で
あ
る（
コ
ラ
ム
２
）。
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最
も
近
い
工
場
か
ら
各
倉
庫
に
運
べ
ば
い
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
工
場
の
生
産
量
に
限
り
が
あ

る
場
合
は
、
二
番
目
、
三
番
目
に
近
い
と
こ
ろ
、
そ
し
て
下
手
を
す
る
と
、
遠
く
離
れ
た
工
場
か
ら
運
ば
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
際
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
展
開
す
る
部
隊
に
、
食
料
、
医
薬
品
、
武
器
弾
薬
な
ど
の
輸
送

に
要
す
る
コ
ス
ト
や
時
間
を
節
約
す
る
こ
と
は
、
軍
事
作
戦
を
遂
行
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
。
そ
し
て
戦
争
が
終
わ
る
と
、
こ
の
問
題
は
企
業
経
営
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
清
涼
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
が
、
日
本
全
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
商
品
を
販
売
す
る
際
に
、
そ
の
輸
送
に
要
す

る
コ
ス
ト
が
利
益
を
大
き
く
左
右
す
る
。
輸
送
計
画
の
プ
ロ
の
勘
と
経
験
に
頼
れ
ば
、
ま
ず
ま
ず
効
率
的
な
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
数
十
か
所
の
工
場
か
ら
数
百
か
所
の
倉
庫
に
商
品
を
輸
送
す
る
よ
う
な
大
型
問

題
に
な
る
と
、
勘
と
経
験
だ
け
で
最
小
コ
ス
ト
輸
送
方
法
を
導
き
出
す
の
は
容
易
で
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
問
題
を
線
形
計
画
問
題
と
し
て
定
式
化
し
て
、「
単
体
法
」
も
し
く
は
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
「
飛
び
石
法
」
を
当
て
は
め
る
と
、
大
規
模
な
問
題
で
も
、
素
早
く
最
も
安
上
が
り
な
輸
送
方
法
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
今
で
は
、
一
〇
〇
か
所
の
倉
庫
か
ら
一
〇
〇
〇
か
所
の
需
要
地
に
送
る
よ
う
な
問
題
で

も
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
ば
一
分
以
内
で
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

輸
送
問
題
の
応
用
は
、
物
資
の
輸
送
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
東
京
大
学
理
科
一
類
に
お
け
る
学
科

所
属
問
題
も
、〈
学
生
を
商
品
に
、
学
科
を
倉
庫
に
見
立
て
れ
ば
〉、
輸
送
問
題
と
し
て
定
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る




